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フルカラー画像の例

注:略語説明

PC(PersonalComputer)

WS(Workstatio[)

OA環境に最適な卓上型カラーレーザプリンタ

ニのたび開発した約24d/mm(600dpり高精細エンジン(型式=SL-SIGMA一〕R)と独自のカラー処理技術により,いっそうの色重ね高精度化と高

画質化を図った,ユーザーフレンドリーな卓上型カラーレーザプリンタ(型式:HT-455l-11)を開発した｡

オフィス内のOA環境はダウンサイジング,ネッ

トワーク化とともにカラー化がU覚ましく,複数台

のパソコン(パーソナルコンピュータ),ワークステ

ーションに接続して使われるネットワーク
カラー

プリンタへのニーズが高まっている｡このカラープ

リンタはユーザーの必要に応じてモノクロとカラー

のプリント出力が使い分けられ,特にカラーでは,

プレゼンテーション用ドキュメントから写真調イメ

ージ画像まで用途が多岐にわたる｡

これらのH途に過したプリンタには,高速,高画

質,ドキュメントの長期保存,用紙の多様性に加え

て,小型･安価,低ランニングコストが要求されて

いる｡これにこたえるものとして,印刷速度が単色

で毎分12枚,フルカラーで3枚,解像度が約24d/

mmi帥ndpi)の性能を持つ卓上型カラー レーザプ

リンタを開発した｡このプリンタでは,(1)中間転写

ドラム方式の採糊により,カラー印刷の三億色であ

るイエロー,マゼンタ,シアンとブラックの4色ト

ナーの色重ねの高精度化,(2)色再現範囲が広く,微

細なカラートナーの採刷による高画質化,(3)消耗品

のカートリッジ化によるユーザーメンテナンス化が

実現できる｡

*【川二製作所屯化機器事業部 **し1J仁製作所オフィスシステム中濃郎 ***ll立製作所Il立研究所 ****‖立製作所機械研究所
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n はじめに

最近,カラー インクジェット プリンタがパーソナル

ユースを中心として普及し始めている｡一一方,パソコン,

ワークステーションを複数台接続して,高速,高画質で

カラードキュメントを出力するネットワーク カラープ

リンタへのニーズが高まりつつある｡従来は床置型のカ

ラーレーザ複写機にネットワーク向けコントローラを接

続して使われていたが,オフィス内のOA機器が急速に

ダウンサイジングとカラー化する中で,床置型に代わる

卓上型のカラー レーザプリンタヘのニーズが強まっ

た｡日立製作所は,1993年に世界に先駆けて,印刷速度

が単色で毎分8枚,フルカラーで2枚,解像度が約12d/

nlm〈300dpi)の卓上型カラー レーザプリンタ エンジ

ン"SL-SIGMA''を実用化した｡

その後,いっそうの高速化,高精細化を進め,印刷速

度が単色で毎分12枚,フルカラーで3枚,解像度約24d/

l¶lⅥ‡600dpi)の高精細カラー レーザプリンタ エンジ

ン"SL-SIGMA-UR''を開ヲ芭した｡プリンタコントロー

ラも同時に開ヲ芭し,卓_L型カラー レーザプリンタ"HT-

4551-11''を製品化した｡ここでは,この卓上型カラー レ

ーザプリンタの機能,特長とそれを可能にした技術,お

よび今後の技術劾向について述べる｡

凶 技術動向と開発コンセプト

従来,床置型カラーレーザ複写機の記録方式として,

(1)感光体_Lに形成されたトナー像を1色ごとに用紙に

転写して,用紙上で4色を重ねる多重転写方式,(2川l間

転写体⊥二で4色のトナー像を重ねた後に糊紙に車云写する

小間車云写方式,(3)感光体上で4色のトナー像を重謹ユた後

に用紙に転写する感光体上色重ね方式,(4)4色それぞれ

に感光体と現像器を持ち,1パスで順次用紙上に4色を

屯ねるタンデム方式が知られている｡

開発した卓卜型カラー レーザプリンタでは,卜記(2)

の中間車云写‾〟式をベースに,次のように開発コンセプト

を設定した｡

(1)川紙サイズはA4以下とし,小型カラー現像器の開発

によって全体を若1‾二小型化

(2)感光体ベルトの高精度搬送と転写ドラムを用いた独

自の高精度色重ね技術の開発と,色再現範囲が広く微細

なトナー(粒径7ドm)の才采用による高向質化

(3)光透過性の優れたカラートナーとヒートロール定着

技術の開発によるOHP(0verhead Pr()jector)フイルム

6()

への対応

(4)用紙搬送パスの最短化とシンプル化による多種類の

朋紙(普通紙,ラベル紙,OHPフイルム,厚紙,封筒)へ

の対応

(5)トナーカートリッジ,現像器,感光体,および定着

器のユニット化によるユーザーメンテナンスと低ランニ

ングコスト化

(6)パソコン,ワークステーションに対するマルチホス

ト化とネットワークソリューション対応

同 装置構成と動作原理

卓上型カラー レーザプリンタのエンジン"SL-

SIGMA-UR”構成を図一に示す｡フルカラー内像は次の

ような工程で作成する｡

(1)カラー印刷の三原色であるイエロー,マゼンタ,シ

アン,およびブラックの4色のトナー像を感光体ベルト

_Lに順次形成
(2)感光体ベルト上のトナー像を1色ごとに転写ドラム

上に順次転写し,重ね合わせてフルカラー画像を形成

(3)転写ドラム上のトナー像を転写ロールで川紙に一度

に転写

(4)その転写画像を定着ユニットで用紙に走者

このような手順で高速,高所質のフルカラープリント

を得ることができる｡

ユーザーフレンドリーの立場から消耗品,定期交換品

はすべてカートリッジ化し,ユーザーが簡単に着脱でき

るようにした｡交換周期が約1か月から2か月の消耗品

として,(1)トナーカートリッジ,(2)廃トナーパック,(3)

定着

ユニット

転写
ローノレ

用紙

転写
ドラム

トナー･現像カートリッジ

m

感光体ベルト

カートリッジ

レーザ

クロック

回転時間検出

モータ

速度制御部

制御部

注:略語説明 K(Black),C(Cyan),M(Magenta),Y(Yellow)

図l プリンタエンジンの全体構成

転写ドラム上に4色のトナーを高精細に重ねる技術を持った,ユ

ーザーメンテナンス化によるl■sL-SIGMA-UR”の構成を示す｡
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表l"SトSIGMA-UR”の基本仕様

ネットワークカラープリンタに適した高速印刷と高解像度を特

長とする｡

項 目 仕 様

印 刷 方 式 半導体レーザ,乾式電子写真(二成分現像)

印 刷 速 度
単色:毎分12枚

フルカラー:毎分3枚

用 紙 サ イ ズ A4,レター,リーガル

解 像 度 約Z4×24d/mm‡600×600dpり

用 紙 の 種 類
普通紙(60-90g/m2)

ラベル紙,OHPフイルム,厚紙,封筒

給 紙
カセット自動給紙 250枚

手差し給紙

排 紙 フェースダウン】50枚

質 里 約41kg(消耗品を除く)

外 形 寸 法 幅520×奥行き565×高さ370(mm)

コントローラスペース 幅50×奥行き305×高さ240(mm)

オ フ シ ョ ン
第2カセット給紙装置:Z50枚

封筒用カセット:約30枚

イ ン タ フ ェ
ー ス ビデオインタフェース

定着クリーニングパットと定着オイルボトルを設定し

た｡さらに長周期交換として約1年ごとに,(1)現像カー

トリッジ,(2)感光体ベルトカートリッジ,(3)定着ユニッ

トを設定し,標準の使用状況では十分にユーザーの満足

が得られる低ランニングコスト化を実現した｡

以上の構成から成るプリンタエンジンの仕様を表1に

ホす｡

日 高精細カラー印写技術

"SL-SIGMA-UR''では,カラー痢像の解像性と中間調

輔現性およびブラックテキストの解像性を高めるため

に,トナーの粒径を従来の10けmから71⊥mに′ト径化する

とともに,この小粒径トナーに適合するように電子写真

の各プロセスの最適化を実施した1),2)｡

小粒径トナーの特長は,向一向像濃度を得るために必

要なトナー量を少なくできるところにある｡そのため,

現像⊥程ではレーザで露光した画像パターンに忠実にト

ナーを付着させることができるばかりでなく,転写t程

でのトナーの飛散や定着工程でのトナーの広がりも低減

できた｡その結果を印字サンプルの拡大写真にして図2

に示す｡10ドmトナーに対し,7卜mトナーでは高精細化

のうえで十分に効果を_Lげることができた｡

b 高精度色重ね技術

色重ね精度をlもLLさせて高画質化を実二呪するために,

転写ドラムを感光体ベルトで駆動し,規定の周期でIIJl転

∴

書
油

+_⊥竺 ]

(a)7トmトナー (b)1叫mトナー

図2 トナー粒径と画質の関係

トナー粒径を変えて印字したサンプルの拡大写真を示す｡(a)の7

Pmトナーのほうが,文字周辺へのトナー飛散が少なくて鮮明である｡

するように感光体ベルトの速度を制御する転写ドラム従

新方式を開発した3卜5)｡この方式の構成を図1に示す｡

感光体ベルトLのトナー像を車云写ドラムへ転写する転

写部で,転写ドラムの駆軌力を確保するために,画像形

成小に作用する記録プロセスに関する不安定要因を除去

することが必賓であった｡そこで,転写ドラムの同脚で

作朋するクリーナなどの回転負荷と転写部に介在するト

ナー像の影響を低減することにより,転写ドラムの高精

度回申云を実現した｡転写ドラム従勤方式では,トナー像

の影響によって転写ドラムの実効的な径が変化してl叫転

周期が変わるため,トナーの層の惇さに応じて川転周期

を補正する,感光体ベルトの速度制御法を開発した｡ま

た,筐(きょう)体の変形シミュレーションを析用して筐

体の小型･軽量化と高精度化を図るとともに,感光体ベ

ルトの円滑な走行機構の開発によって色重ね精度を向上

し,写真調イメージ画像を含む広範困の用途に十分こた

えることができる高向質化を実現した｡

田 プリンタコントローラの特長

卓上型カラー レーザプリンタのコントローラは,各

種のパソコン,ワークステーションに接続できる業界の

標準的なオープン対応仕様とした｡プリンタコントロー

ラの仕様を表2に,卓_卜型カラー レーザプリンタのシス

テム構成例を図3に示す｡主な特長について以下に述べる｡

(1)CPUに32ビットハイパフォーマンスRISCプロセッ

サInte180960CF(33MHz)を搭載し,また3種類の高速

処理糊ASIC(Application SpecificIC)を開発してポス

ト スクリプト データ処理時間を大幅に改善した｡

(2)高画質印刷とするため,(a)主走査方向の解像度を変

化させることにより,約48d/mm〈1,200dpi)相当の勘叫

質印刷を閉り,(b)面積階調による中間詞再現法としてデ
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表2 プリンタコントローラの仕様

ポストスクリプトデータ処理時間の短縮と,高品質のカラー画像

印刷を実現した｡

項 目 内 容

C P U htel*180960 RISC(33MHz)

内 蔵 メ モ リ
標準:24Mバイト

最大:64Mバイト

内蔵ハードディスク(オプション)120Mバイト(PostScript*2追加フォント用)

イ ン タ フ ェ
ース

Loc∂lTalk*3セントロニクス準拠パラレル,
RS232C

LAN対応(オプション) NetWare*5,TCP/lP,EtherTalk*4

プリ ン タ 言語

PostScriptLevelZ 互換(日本語,英語対応)
PCL5*6e エミュレーション(英語対応)
ESC/P*丁エミュレーション(日本語対応オプション)

フ ォ ン ト 日本語:2書体＋3書体(オプション)
(PostScript) 欧 文:35書体

注:略語説明ほか

RISC(ReducedlnstructionSetComputer)

TCP/lP(TransmissionControIProtocol/lnternetProtocoり
*l】nte】は,米国lntelCorp.の会社名である｡

*2PostScriptは,米国AdobeSystems社の商標である｡

*3,*4Loca】Talk,EtherTalkは,米国AppleComputer社の商
品名称である｡

*5NetWareは,米国Novell社の登毒豪商標である｡

*6PCL5は,米国Hewlett-Pack∂rd社が開発した言語仕様である｡

*7ESC/Pは,セイコーエプソン株式会社の商標である｡

イザ法に加え,誤差拡散法によるカラーデータ処理をサ

ポートし,日立製作所独自の色補正を加えて高品質のカ

ラー画像印刷を実現した｡

(3)マルチホスト,ネットワーク機能をサポートするた

め,(a)Windows3.1※)と,Macintosh朋の各種ドライバを

標準添付し,(b)LANプリンタ サーバオプション カー

ドを搭載することにより,NetWare,TCP/IP,および

EtherTalkによる印刷を吋能とし,ネットワークプリン

タとして利用できるネットワークマルチプロトコル対応

を閉った｡

月 おわりに

ここでは,転写ドラム上に高栴J主に4色のトナー像を

※)Windowsは,米田MicrosoftCorp.の登録商標である｡

星⊥デニ]……_…_

卓上型カラーレーザプ

Loca什alk

接続

Macintosh事

｢
Maclnlosh

+AN

国

国

∠星 盈｡｡.WSIMa｡.｡t｡Sh国
ト｡Base,

+AN(TCP/lP,Netware,EtherTalk)接続

注:* MaclntOShは,米国AppleComputer社の商品名称である｡

図3 システム構成例

Windows環境のパソコンをはじめ,Macintosh,ワークステーショ

ンなどの業界標準プラットフォームや,ネットワーク環境(LAN接

続)での共用プリンタとして利用できる｡

重ね合わせる独白の構成と7ドm微細カラートナーの採

用により,印刷速度が単色で毎分12枚,フルカラーで3

枚,解像度が約24d/mm〈600dpi〉の印刷が可能な卓_L巧リ

カラーレーザプリンタについて述べた｡

マルチホスト,ネットワーク機能をサポートしたハイ

パフォーマンスなプリンタコントローラを開発したこと

により,オフィスの小の複数台のパソコン,ワークステ

ーションと十分に接続できる｡さらに,消耗品の徹底し

たカートリッジ化により,ユーザーフレンドリーな卓上

型カラーレーザプリンタが提供できた｡

今後,オフィス内のOA環境が急速にカラー化するこ

とが予測されている｡白黒印刷川のネットワークプリン

タはレーザ方式が主流となっているが,この方式は高速,

高画質であるため,カラー印刷用ネットワークプリンタ

にもレーザ‾方式を望むユーザーの声が多い｡

このようなユーザーの期待にこたえるために,今凹の

技術蓄積を基に,今後もいっそうの性能向上を目指して,

技術開発と製品化に耽り組んでいく考えである｡
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